
 

 

 

 令和７年６月５日（水） 長崎県内文理探究科設置校５校による標記発表会が２つの

会場で開催されました。 

各校３年生と２年生が集い、３年生の各校代表が探究活動の成果発表を行いました。

本校からは、３月の校内発表会で選考された３年生４つの班がステージでの口頭発表

代表で参加し、１１の班がポスター発表で参加しました。 

 

【第１９回 理数探究発表大会： シーハットおおむらさくらホールにて】 

優秀賞「氷砂糖を用いて切り花を長もちさせる方法」 

 芳野 里帆、室屋 凛、原 千紗希 

優秀賞「多良山系郡川産カジカの生活史と種群について」 

 豊竹 脩平 

→ この２班は、８月２０日・２１日開催の、 

中国・四国・九州地区理数科高校課題研究発表大会（愛媛大会）の 

ポスター発表部門へ出場します。 

 

【第１回 国際探究発表大会： 長与町民文化ホールにて】 

優秀賞「外海・土井首地区の「潜伏キリシタン」と「ゆうこう」との関係性を 

分布の拡大やザボン伝来から導く～大村藩、佐賀藩の藩政記録から読み解く～」 

前田 英太郎、前田 悠史、山口 彰、江村 悠生 

優秀賞「 「肥料によるイネ・ヒエの分けつ数観察」と「新米農家の心の変化」 」  

      平野 陽菜子、谷本 萌々華 

          

 

           

 

令和７年度  

長崎県文理探究科高等学校探究発表大会 

優秀賞受賞 

切り花班 カジカ班 

キリシタン・ゆうこう班 イネ・ヒエ栽培 班 



口頭発表会場の様子 

 このような大きな会場で、作成したスライドを用いて研究発表を行います。 

 学校の代表班のみが発表できる晴れ舞台です。今回は各会場で県内各校計８チーム

が発表しました。 

  

（国際探究 会場）           （理数探究 会場） 

 

ポスター発表の様子 

   
 

   

研究内容を１枚の模造紙大サイズでまとめます。これを「ポスター」といいます。 

大勢の聴き手の前で、研究内容を数分の短い時間で発表し、次々に来る質問に答えてい

きます。 

 国際会場：２３のポスター、理数会場：２７のポスター が掲示・発表を行いました。 


